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愛
の
よ
ろ
こ
び
の
家
族
年

２
０
２
１
年
３
月
19
日
～�

�

２
０
２
２
年
６
月
26
日

名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年

教
区
聖
年
（
２
０
２
２・２・13
～
２
０
２
３・５・28
）

　

�

神
か
ら
の
賜
物
（A

�GIFT

）
を
感
謝
し

新
し
い
時
代
へ

名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年

教
区
聖
年
開
始
ミ
サ
と
講
演
会

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教

区（
名
古
屋
使
徒
座
知
牧
区
）

が
設
立
さ
れ
て
、
今
年
（
２

０
２
２
年
）
で
100
周
年
を
迎

え
る
。
４
月
24
日
に
教
区
聖

年
開
始
ミ
サ
が
、
名
古
屋
カ

テ
ド
ラ
ル
布
池
教
会
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
一
年
間
は
「
教

区
聖
年
」
と
定
め
て
、
3
人

の
講
師
に
講
演
会
、
巡
礼
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
来

年
の
聖
霊
降
臨
祭
主
日
ま
で

続
く
。

開
始
ミ
サ
の
前
に
、
講
師

の
大
瀬
高
司
神
父
（
カ
ル
メ

ル
会
）
に
よ
る
「
世
界
の
中

の
名
古
屋
教
区
100
年
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
会
が
行
わ
れ

た
。（
講
演
会
の
記
事
は
２

面
に
掲
載
）

続
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
初

め
の
予
定
よ
り
約
２
ヵ
月
遅

れ
で
、
教
区
聖
年
開
始
ミ
サ

が
始
ま
っ
た
。
人
数
制
限
が

あ
っ
た
が
そ
れ
で
も
名
古
屋

教
区
各
地
か
ら
の
司
祭
、
修

道
者
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
代

表
な
ど
で
聖
堂
を
埋
め
尽
く

し
て
久
し
ぶ
り
に
一
体
と

な
っ
た
教
区
の
集
ま
り
と

な
っ
た
。
な
お
会
衆
全
体
で

聖
歌
を
う
た
う
こ
と
は
控
え

ら
れ
て
、
シ
ス
タ
ー
方
に
よ

る
ミ
サ
曲
、
答
唱
詩
編
が
歌

わ
れ
、
青
年
会
の
バ
ン
ド
演

奏
、
コ
ー
ラ
ス
が
加
わ
っ
て

ミ
サ
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

入
祭
で
松
浦
悟
郎
司
教

は「
こ
れ
ま
で
の
100
年
の
間
、

先
人
た
ち
の
ご
苦
労
に
よ
っ

て
信
仰
、
福
音
が
受
け
継
が

れ
て
き
た
こ
と
を
ま
ず
神
に

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
向
け
て
力
強
く
福
音
宣
教

し
て
い
け
る
よ
う
祈
り
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
た
。
説

教
で
は
「
厳
密
に
言
え
ば
知

牧
区
か
ら
数
え
て
100
年
で
あ

る
が
、
知
牧
区
と
は
教
区
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
認
め
ら

れ
て
お
り
、
す
で
に
こ
の
時

か
ら
今
の
５
県
で
始
ま
っ
て

い
た
。
も
う
有
名
に
な
っ
た

５
つ
の
県
の
頭
文
字
を
取
っ

たA
�GIFT

。
神
か
ら
送

ら
れ
た
こ
の
５
県
を
神
の
恵

み
を
表
す
教
区
で
あ
り
た
い

と
思
い
、A

�GIFT

の
100

年
間
と
し
て
祝
い
た
い
」
と

説
明
し
た
。続
け
て
司
教
は
、

教
会
の
歴
史
の
中
で
常
に
お

こ
っ
て
き
た
三
つ
の
迫
害
に

つ
い
て
語
っ
た
。「
第
一
の

迫
害
は
宗
教
や
信
仰
そ
の
も

の
が
禁
止
、
否
定
さ
れ
る
迫

害
。
第
二
は
一
応
信
教
の
自

由
は
あ
っ
て
も
、
自
分
の
信

仰
（
良
心
）
か
ら
く
る
生
き

方
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
迫

害
。
そ
し
て
第
三
は
外
的
な

迫
害
は
な
く
て
も
、
な
ぜ
か

自
分
の
内
面
か
ら
信
仰
が
壊

れ
て
い
く
、�

信
仰
の
喜
び
、

熱
意
を
失
っ
て
い
く
と
い
う

自
ら
の
生
き
方
が
招
く
迫

害
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と

迫
害
は
過
去
の
こ
と
で
は
な

く
今
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と

を
心
に
と

め
て
信
仰

の
歩
み
を

続
け
て
い

き
ま
し
ょ

う
。ま
た
、

分
裂
の
一

途
を
た
ど

る
と
思
わ

れ
る
よ
う

な
世
界
に

あ
っ
て
、

ど
ん
な
平�

和
を
願
い
、生
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ど
ん
な
世
の
中
に
な

ろ
う
と
変
わ
ら
な
い
イ
エ
ス

に
従
っ
て
特
に
こ
の
一
年
間
、

祈
り
な
が
ら
、
巡
礼
し
な
が

ら
、
分
ち
合
い
な
が
ら
、
皆

さ
ん
と
歩
ん
で
行
き
た
い
」。

奉
納
の
行
列
で
は
ホ
ス
チ

ア
と
一
緒
に
、
象
徴
的
に
小

教
区
と
名
古
屋
教
区
の
記
念

誌
が
捧
げ
ら
れ
た
。

ミ
サ
の
最
後
に
聖
年
開
始

式
典
が
行
わ
れ
、
名
古
屋
教

区
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
小
教
区
、

修
道
会
等
が
紹
介
さ
れ
た
。

松
浦
司
教
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
代

表
者
に
100
周
年
記
念
の
た
め

に
作
っ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の

授
与
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
松

浦
司
教
の
司
教
教
書�

―�

宣

教
司
牧
指
針
「
教
会
の
扉
を

開
こ
う
～
御
父
の
い
つ
く
し

み
に
支
え
ら
れ
て
～
」
を
掲

示
し
な
が
ら
、「
こ
の
冊
子

を
身
近
に
お
い
て
、
こ
の
指

針
に
従
っ
て
名
古
屋
教
区
の

た
め
に
一
緒
に
歩
ん
で
ほ
し

い
」
と
意
向
が
話
さ
れ
た
。

閉
祭
に
参
加
者
全
員
で
「
名

古
屋
教
区
100
周
年
の
祈
り
」

を
唱
え
、
教
区
聖
年
開
始
ミ

サ
を
終
え
た
。

教区聖年ミサでA	GIFT に感謝して挨拶する松浦悟郎司教

教区聖年タペストリーを受け取る神父とシスター

教
区
聖
年
開
始
ミ
サ
が
、

ミ
カ
エ
ル
松
浦
悟
郎
司
教
司

式
の
も
と
、
司
祭
団
、
助
祭

団
が
一
堂
に
会
し
て
名
古
屋

教
区
司
教
座
聖
堂
布
池
教
会

に
お
い
て
４
月
24
日
に
捧
げ

ら
れ
た
。

教
区
聖
年
に
つ
い
て
松
浦

司
教
の
意
向
を
紹
介
し
ま

す
。

＊A
 G

IFT

に
つ
い
て

こ
の
名
称
は
、
松
浦
司
教

様
が
名
古
屋
教
区
司
教
に
決

ま
っ
た
時
に
、
当
時
の
ロ
ー

マ
教
皇
庁
駐
日
大
使
の
ジ
ョ

セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
教
皇

大
使
（
２
０
１
１
年
か
ら
駐

日
教
皇
大
使
を
務
め
、
在
任

中
の
２
０
２
０
年
に
死
去
）

が
、ユ
ー
モ
ア
を
こ
め
て「
教

皇
は
あ
な
た
に
贈
り
物
（A

�
GIFT

）
を
与
え
た
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
名
古
屋

教
区
の
愛
称
に
な
っ
た
。

Ａ
＝
愛
知
、
Ｇ
＝
岐
阜
、

Ｉ
＝
石
川
、
Ｆ
＝
福
井
、
Ｔ

＝
富
山
の
５
県
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
頭
文
字
か
ら
取
っ

て
、「A

�GIFT

」
と
し
た
。

＊
学
び

名
古
屋
教
区
100
年
の
宣
教
の
歩
み

講
演
会
に
つ
い
て

〇
講
師　

浅
井
太
郎
神

父
（
名
古
屋
教
区
）。
前
史

に
つ
い
て
～
ザ
ビ
エ
ル
以

降
、
明
治
再
宣
教
か
ら
１
９

２
２
年
の
キ
リ
ス
ト
教
。

〇
講
師　

大
瀬
高
司
神

父
（
カ
ル
メ
ル
会
）。
名
古

屋
教
区
の
100
年　

第
一
期

（
40
年
間
）　
１
９
２
２
年
～

１
９
６
２
年　

名
古
屋
知
牧

区
設
立
か
ら
１
９
４
５
年
の

終
戦
を
経
て
、
第
二
バ
チ
カ

ン
公
会
議
ま
で
。

〇
講
師　

シ
ス
タ
ー
三

好
千
春
（
援
助
修
道
会
）。

名
古
屋
教
区
の
100
年　
第
二

期
（
60
年
間
）　

１
９
６
２

年
～
２
０
２
２
年
第
二
バ
チ

カ
ン
公
会
議
か
ら
、
福
音
宣

教
推
進
全
国
会
議（N

ICE1

）

を
経
て
現
在
ま
で
。

☆
こ
の
３
人
の
講
師
に
よ
っ

て
講
演
会
を
行
う
。（
そ
れ

ぞ
れ
別
の
日
に
講
演
を
予

定
）
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
行

い
、
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
名

古
屋
地
区
と
北
陸
地
区
で
行

う
予
定
。
開
催
日
時
や
場
所

は
、
３
人
の
担
当
者
が
決
め

る
。
開
催
日
時
が
決
ま
り
次

第
、
名
古
屋
教
区
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
。

＊
祈
り

100
周
年
の
祈
り
は
５
月
号

に
発
表
済
み
。

＊
歴
史
区
分
の
巡
礼
に
つ

い
て

・
殉
教
者
顕
彰
委
員
会
で
決

め
て
い
る
。
既
に
美
濃
・
尾

張
キ
リ
シ
タ
ン
巡
礼
マ
ッ
プ

（
一
宮
～
犬
山
、
可
児
市
塩
、

笠
松
と
名
古
屋
の
栄
国
寺
の

殉
教
地
）
が
出
来
て
い
る
。

小
教
区
に
配
布
済
み
。

・
巡
礼
地
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

が
、
そ
の
地
域
に
あ
る
小
教

区
、
又
は
修
道
会
な
ど
か
ら

一
か
所
を
決
め
る
。
次
回
６

月
の
宣
教
司
牧
評
議
会
・
委

員
会
の
時
に
発
表
す
る
。
そ

の
時
に
、
推
薦
理
由
も
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
井
、

富
山
、
石
川
）
は
、
3
県
が

そ
れ
ぞ
れ
提
案
す
る
か
も
し

れ
な
い
。

・
巡
礼
地
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

で
最
低
一
つ
を
決
め
る
が
、

そ
の
他
に
推
薦
す
る
場
所
が

あ
れ
ば
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
複
数
選
ん
で
も
よ
い
。

・
教
区
は
決
め
ら
れ
た
巡
礼

教
会
に「
ス
タ
ン
プ
」を
作
っ

て
提
供
す
る
予
定
。

・
巡
礼
地
を
決
め
る
と
き
に

は
、
巡
礼
者
が
訪
れ
る
こ
と

を
想
定
し
て
、
併
設
す
る
幼

稚
園
と
の
関
係
（
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
）
や
聖
堂
が

常
に
開
い
て
い
る
か
な
ど
を

考
慮
し
て
選
ん
で
ほ
し
い
。

・
巡
礼
の
た
め
の
「
ス
タ
ン

プ
帳
」
が
あ
る
と
良
い
。

＊
記
念
誌

作
成
す
る
予
定
で
、
準
備

作
業
を
進
め
て
い
る
。い
つ
、

発
行
と
な
る
か
現
在
で
は
わ

か
ら
な
い
。

＊「
司
教
教
書
」の
小
冊
子

２
０
１
５
年
６
月
13
日

に
、
名
古
屋
教
区
司
教
座
聖

堂
布
池
教
会
で
、
松
浦
司
教

の
着
座
式
が
行
わ
れ
た
。
２

０
１
６
年
に
松
浦
司
教
の
着

座
後
に
出
し
た
２
０
１
６
年

司
教
教
書
「
教
会
の
扉
を
開

こ
う�

―�

御
父
の
い
つ
く
し

み
に
支
え
ら
れ
て�

―
」
を

名
古
屋
教
区
の
宣
教
司
牧
方

針
と
し
て
継
続
し
て
い
く
の

で
、小
冊
子
に
て
配
布
済
み
。

＊
外
国
籍
の
方
の
た
め
に

本
企
画
書
を
翻
訳

・
日
本
に
在
住
す
る
外
国
籍

の
人
に
も
「
教
区
聖
年
」
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
、
各
国

の
言
葉
に
翻
訳
す
る
。
担
当

は
、
平
田
政
信
神
父
。

・
ど
こ
の
国
の
言
語
を
載
せ

る
の
か
？　

案
と
し
て
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、

英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
韓
国

語
、
の
５
か
国
語
。

・
各
国
語
の
案
内
は
、
名
古

屋
教
区
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
。

・
各
国
語
の
翻
訳
し
た
案
内

は
、
名
古
屋
教
区
ニ
ュ
ー
ス

に
も
掲
載
す
る
。

２
０
２
２
年
３
月
20
日
現

在
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
決

ま
っ
て
い
な
い
事
項
は
決
ま

り
次
第
報
告
し
ま
す
。

教
区
聖
年
（
２
０
２
２
～
２
０
２
３
）

神
か
ら
の
賜
物〈A

 G
IF
T

〉を

感
謝
し
新
し
い
時
代
へ
共
に
歩
む

教
会
の
た
め
に

 

～
交
わ
り
、
参
加
、
そ
し
て
宣
教
～

宣教司牧指針「司教教書」について話す松浦司教
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２
０
２
２
年
度
名
古
屋
教
区

女
子
修
道
会
・
在
俗
会
連
盟
総
会
を
開
催

教
区
の
皆
さ
ま

�

教
区
司
教　

松
浦
悟
郎

異
動
、
そ
の
他
お
知
ら
せ

＋
主
の
復
活　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
は
い
え
、
復

活
祭
と
共
に
新
し
い
年
度
も

始
ま
り
、
喜
び
の
う
ち
に
宣

教
司
牧
に
励
ん
で
お
ら
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。今
日
は
、

異
動
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。

⒈　

名
東
教
会
で
司
牧
を
担

当
し
て
下
さ
っ
て
い
た
野
村

純
一
司
教
様
は
高
齢
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
小
教
区
担
当

を
外
れ
司
教
館
に
居
を
移
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
野
村

司
教
様
に
は
司
教
引
退
後
も

６
年
間
に
わ
た
っ
て
小
教
区

を
担
当
し
て
下
さ
い
ま
し
た

が
、
心
か
ら
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
と
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
名
東
教
会

の
信
徒
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
司
教
様
を

支
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。

名
東
教
会
の
今
後
で
す

が
、
小
教
区
管
理
者
と
し
て

平
田
豊
彦
神
父
（
八
熊
教
会

主
任
謙
任
）
を
４
月
22
日
付

で
任
命
し
ま
し
た
。
ミ
サ
に

つ
い
て
は
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の

司
祭
の
協
力
も
得
て
、
月
何

回
か
は
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⒉　

管
区
長
交
代
の
お
知
ら

せ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
聖
心

布
教
会
日
本
地
区
の
代
表
者

を
務
め
て
お
ら
れ
た
ス
サ
ン

ト
・
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
・
プ
リ

ヨ
神
父
様
（
江
南
教
会
主
任

司
祭
）
に
代
わ
っ
て
、
テ
ト

ホ
ー
ル
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ベ
ル

ナ
ル
ド
ゥ
ス
（
ベ
ル
ン
）
神

父
様
（
城
北
橋
教
会
主
任
司

祭
）
が
新
し
い
代
表
者
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
プ
リ
ヨ
神
父

名
古
屋
教
区
女
子
修
道

会
・
在
俗
会
連
盟
の
総
会
が

４
月
23
日
に
、
教
区
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
開
か
れ

た
。
総
会
を
始
め
る
前
に
、

昨
年
帰
天
さ
れ
た
シ
ス
タ
ー

渡
邉
か
を
る
（
前
会
長
）
の

御
安
息
を
願
い
黙
祷
を
さ
さ

げ
た
。

さ
て
今
回
総
会
の
参
加
者

は
６
修
道
会
か
ら
12
人
が
出

席
し
た
。
シ
ス
タ
ー
速
水
智

恵
美
会
長
（
聖
霊
奉
侍
布
教

修
道
女
会
）
の
挨
拶
に
続

き
、
２
０
２
１
年
度
の
活
動

報
告
、
会
計
報
告
、
２
０
２

２
年
度
の
活
動
計
画
、
予
算

案
の
決
議
事
項
の
検
討
が
な

さ
れ
た
。

ま
た
講
師
に
シ
ス
タ
ー
三

好
千
春
（
援
助
修
道
会
）
に

様
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
お
二
人
と
も
、
小
教

区
は
こ
の
ま
ま
担
当
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。
名
古
屋
教

区
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⒊　

幼
き
聖
マ
リ
ア
修
道
会

の
瀬
戸
修
道
院
は
、
５
月
に

す
ぐ
近
く
の
ド
ミ
ニ
コ
会
修

道
院
の
隣
地
の
新
し
い
修
道

院
に
引
っ
越
し
ま
す
。電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
は
こ
れ
ま
で
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。

新
住
所
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追
記　

大
分
教
区
の
新
し
い

司
教
と
し
て
任
命
さ
れ
た
森

山
信
三
被
選
司
教
の
叙
階
式

は
、
７
月
３
日
（
日
）
と
決

ま
り
ま
し
た
。
大
分
教
区
の

た
め
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

よ
る
「
名
古
屋
教
区
に
お
け

る
女
子
修
道
会
」
と
題
し
て

の
講
演
会
と
分
か
ち
合
い

が
６
月
12
日
に
計
画
さ
れ

た
。
そ
し

て
名
古
屋

教
区
設
立

100
周
年
に

あ
た
っ

て
、
各
修

道
会
、
在

俗
会
が
名

古
屋
教
区

で
の
活
動

を
ま
と
め

て
み
る
こ

と
に
な
っ

た
。
最
後

に
難
民
移

住
移
動
者

委
員
会
の

依
頼
で
来
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ミ
サ
で
の
典
礼
奉
仕
に
協

力
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

す
べ
て
の
議
題
が
終
了
し
、

平
和
へ
の
祈
り
の
う
ち
に
閉

会
し
た
。

度
400
年
に
な
る
。

さ
て
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
以
後
、
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
解
釈

が
あ
る
。
言
葉
も
布
教
か
ら

宣
教
に
変
わ
り
、
他
宗
教
は

邪
教
と
見
下
す
よ
う
な
以
前

の
姿
勢
が
大
き
く
変
わ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
時

期
が
長
か
っ
た
た
め
、
日
本

に
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
ら
な

い
原
因
が
あ
る
の
で
は
、
と

も
言
わ
れ
る
。

禁
教
が
終
わ
っ
た
明
治
以

降
の
宣
教
は
、
す
べ
て
パ
リ

外
国
宣
教
会
に
任
さ
れ
て
い

た
が
、
バ
チ
カ
ン
の
意
向
に

よ
り
、
徐
々
に
宣
教
師
の
国

際
化
が
始
ま
っ
た
。
名
古
屋

知
牧
区
も
パ
リ
外
国
宣
教
会

一
辺
倒
で
あ
っ
た
が
、
宣
教

師
が
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
ド
イ

ツ
人
（
神
言
会
）
と
変
わ
っ

て
い
き
、
現
在
で
は
見
事
に

多
国
の
司
祭
が
働
い
て
い

る
。
召
出
し
が
少
な
い
、
信

者
の
数
が
伸
び
な
い
等
と
言

わ
れ
る
が
、
100
年
前
の
知
牧

区
の
統
計
を
見
る
と
当
時
の

信
者
数
400
人
（
現
在
２
６
、

９
４
７
人
）、
教
会
３
か
所
、

邦
人
司
祭
０
な
ど
、
現
在
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
、

恵
ま
れ
て
い
る
。

宣
教
の
源
泉
は
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
誰

か
が
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は

な
く
、
主
体
的
な
誰
か
に

よ
っ
て
こ
こ
ま
で
続
い
て
き

た
名
古
屋
教
区
、
こ
れ
か
ら

も
「
地
上
を
旅
す
る
名
古
屋

教
区
」
と
し
て
、
戦
争
な
ど

で
苦
し
む
人
の
多
い
中
、
心

を
一
つ
に
し
て
祈
る
教
会
で

あ
り
た
い
。

な
お
講
演
で
大
瀬
髙
司
神

父
は
、
日
本
と
バ
チ
カ
ン
の

外
交
の
歴
史
を
研
究
す
る
た

め
、
数
年
間
に
わ
た
り
バ
チ

カ
ン
に
保
管
さ
れ
て
い
る
膨

大
な
資
料
を
調
べ
た
こ
と
か

ら
、
歴
史
を
調
べ
る
こ
と
は

今
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
を
指
摘
。
熱
意
溢あ

ふ
れ

る
講
話
の
中
か
ら
、
紙
面
の

関
係
で
一
部
を
紹
介
し
た
。

講
演
会
の
内
容
は
「
教
区
設

立
100
周
年
聖
年
開
始
ミ
サ
・

講
演
会
（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
ア

ド
レ
ス
は
左
記
の
通
り
。

講
師　

大
瀬
高
司
神
父

�

（
カ
ル
メ
ル
修
道
会
）

�U
RL　

https://youtu.
be/49K

uO
ggSPO

Y

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
宗

教
改
革
の
時
期
か
ら
長
い
間

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
で
決
め

ら
れ
た
方
針
に
従
っ
て
歩
ん

で
き
た
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公

会
議
で
そ
れ
が
大
き
く
変

わ
っ
た
が
、
公
会
議
以
前
か

ら
そ
の
精
神
を
実
行
し
て
い

た
人
が
い
た
。
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
が
そ
の
人
で
あ
る
。
マ

ザ
ー
は
宣
教
と
は
「
愛
を
伝

え
る
こ
と
」
を
キ
リ
ス
ト
の

啓
示
に
よ
っ
て
悟
り
、
大
変

な
苦
労
を
し
な
が
ら
も
新
し

い
宣
教
活
動
に
向
か
っ
て
い

た
。
宣
教
に
は
苦
し
み
が
伴

う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
生

涯
を
見
れ
ば
わ
か
る
。

ま
た
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ロ
シ
ア
の
戦
争
、
政
治
と
宗

教
の
問
題
に
も
触
れ
た
。
中

国
三
自
愛
国
教
会
や
戦
時
中

の
ロ
シ
ア
正
教
な
ど
の
政
府

公
認
の
教
会
と
バ
チ
カ
ン
の

問
題
、
中
世
に
は
宣
教
（
布

教
）
に
必
要
な
資
金
確
保
の

た
め
に
帝
国
主
義
、
植
民
地

主
義
、
奴
隷
売
買
ま
で
も
容

認
し
て
き
た
こ
と
を
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で

宣
教
（
布
教
）
の
純
粋
性
を

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

布
教
聖
省
が
出
来
今
年
で
丁

地
上
を
旅
す
る
名
古
屋
教
区
と	

講
話
す
る
大
瀬
高
司
神
父

大
瀬
髙
司
神
父
の
講
演

「
世
界
の
中
の
名
古
屋
教
区
100
年
」

月
間
」
と
し
て
、
昨
年
か
ら

そ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。「
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
」

に
記
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ

そ
、
教
皇
が
日
本
か
ら
世
界

に
向
け
て
語
ら
れ
た
、
賜
物

で
あ
る
い
の
ち
へ
の
強
い
思

い
を
具
体
化
す
る
も
の
だ
か

ら
で
す
。

同
時
に
司
教
団
は
、
環
境

問
題
へ
さ
ら
に
真
摯
に
取
り

組
む
た
め
、
取
り
組
み
の
方

向
性
と
理
解
を
包
括
的
に
示

す
文
書
を
作
成
し
、
現
在
、

書
籍
と
し
て
出
版
す
る
準
備

を
進
め
、
そ
の
具
体
的
な
活

動
に
つ
い
て
も
検
討
を
続
け

て
い
ま
す
。

世
界
の
教
会
に
目
を
向
け

る
と
、
２
０
１
５
年
の
回
勅

発
表
直
後
に
、
そ
れ
ま
で
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
展
し

て
、「
ラ
ウ
ダ
ー
ト・シ
運
動
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
運

動
は
、
教
皇
庁
人
間
開
発
の

た
め
の
部
署
と
協
働
し
、
毎

年
、
回
勅
の
発
表
さ
れ
た
５

月
24
日
前
後
の
一
週
間
を
、

「
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
週
間
」

と
し
て
、
全
世
界
の
教
会
に

啓
発
活
動
へ
の
取
り
組
み
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
週
間
」
は
５
月
22
日
か
ら

29
日
ま
で
と
さ
れ
、
そ
の

テ
ー
マ
が
、「
と
も
に
耳
を

傾
け
、
と
も
に
歩
も
う
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。「
と
も
に
」

と
言
う
呼
び
か
け
は
、
わ
た

し
た
ち
が
今
シ
ノ
ド
ス
の
道

程
を
と
も
に
歩
ん
で
い
る
か

ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
回

勅
に
、「
皆
が
と
も
に
暮
ら

す
家
を
保
護
す
る
と
い
う
切

迫
し
た
課
題
は
、
人
類
家
族

全
体
を
一
つ
に
し
、
持
続
可

能
で
総
合
的
な
発
展
を
追
求

す
る
と
い
う
関
心
を
含
ん
で

い
ま
す
」（
13
項
）
と
記
さ

れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

こ
の
数
ヶ
月
、
わ
た
し
た
ち

は
こ
の
共
通
の
家
を
争
い
の

場
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
類
家
族
全
体
の
一
致
は
実

現
せ
ず
、
共
通
の
家
に
対
す

る
配
慮
は
後
回
し
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

世
界
各
地
の
教
会
と
と
も

に
、わ
た
し
た
ち
も
こ
の「
ラ

ウ
ダ
ー
ト
・
シ
週
間
」
に
、

あ
ら
た
め
て
教
皇
様
の
回
勅

の
呼
び
か
け
を
学
び
、
そ
の

中
心
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
ラ

ウ
ダ
ー
ト
・
シ
目
標
へ
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
強
め
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
目
標

 

（
暫
定
訳
）

地
球
の
叫
び
へ
の
応
答

気
候
危
機
、
生
物
多
様
性

の
消
失
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な

持
続
可
能
性
の
い
ず
れ
に
も

対
処
し
つ
つ
、
す
べ
て
の
人

が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
わ
た
し
た
ち
が
と
も
に
暮

ら
す
家
を
守
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
す
。

貧
し
い
人
々
の
叫
び
へ
の
応
答

そ
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま

で
の
人
間
の
い
の
ち
と
、
地

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会　

会
長
談
話

と
も
に
耳
を
傾
け
、
と
も
に
歩
も
う

～
２
０
２
２
年
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
週
間
に
あ
た
っ
て
～

�

（
２
０
２
２
年
５
月
22
日
～
29
日
）

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

２
０
１
５
年
５
月
に
回
勅

「
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ　

と
も

に
暮
ら
す
家
を
大
切
に
」
を

発
表
さ
れ
、
全
世
界
に
向
け

て
、「
わ
た
し
た
ち
皆
が
と

も
に
暮
ら
す
家
」
を
大
切
に

守
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
の
様
々
な
課
題
に

総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
す

べ
て
の
被
造
物
は
互
い
に
す

べ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
が
た

め
に
、
互
い
の
調
和
の
う
ち

に
生
き
て
い
く
道
を
探
る
こ

と
の
重
要
性
を
教
皇
様
は
強

調
さ
れ
、
教
会
全
体
と
し
て

こ
の
課
題
に
取
り
組
む
よ
う

に
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
司
教
団
は
、
２
０

１
９
年
11
月
の
教
皇
訪
日
を

受
け
て
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
が
日
本
か
ら
世
界
に
向
け

て
発
信
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
具
体
的
に
生

き
て
い
く
た
め
に
、
訪
日
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
す
べ
て
の

い
の
ち
を
守
る
た
め
」
を
深

め
、
黙
想
し
、
祈
り
、
行
動

す
る
た
め
に
、
特
別
な
期
間

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
毎
年
９
月
１

日
～
10
月
４
日
を
、「
す
べ

て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
の

球
上
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
い

の
ち
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
正
義
を
推

進
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま

す
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
経
済

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
経
済

は
、
経
済
と
い
う
も
の
が
人

間
社
会
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
人
間
社
会
は
生
物
圏

の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
生
物

圏
は
わ
た
し
た
ち
が
と
も
に

暮
ら
す
家
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
経
済
で
す
。

持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
採
用

知
足
と
い
う
考
え
に
基
づ

い
て
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
節
度
あ
る
使
用
を
促
進
し

ま
す
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
教
育

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
意
識
と

変
化
を
も
た
ら
す
行
動
と
を

促
進
す
る
た
め
に
、
イ
ン
テ

グ
ラ
ル
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
精
神

に
基
づ
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
や
制
度
改
革
を
見
直

し
、デ
ザ
イ
ン
し
直
し
ま
す
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
霊
性

霊
的
生
活
が
こ
の
世
の
諸

現
実
か
ら
切
り
離
せ
な
い
こ

と
を
自
覚
し
、「
す
べ
て
の

も
の
の
中
に
（
被
造
界
の
美

し
さ
に
も
、
病
者
の
た
め
息

や
苦
し
む
人
々
の
呻
き
に

も
）
神
を
見
出
す
」
こ
と
を

促
す
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
回
心

は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
霊
性

を
も
た
ら
す
泉
で
す
。

地
域
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お

け
る
参
加
型
活
動
を
通
し

て
、
地
域
社
会
と
と
も
に
歩

む
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

�

２
０
２
２
年
５
月
６
日

　
　
　
　

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

司
教
協
議
会

�

会
長　

菊
地
功

総会で議題検討をする各修道会のシスターの皆さん



（ 3 ）	 ２ ０ ２ ２ 年 ６ 月 ５ 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 ２ 4 号）

大
分
教
区
新
司
教
の
森
山

信
三
師
（
福
岡
教
区
司
祭
）

の
司
教
叙
階
式
の
日
程
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

叙
階
式
日
程

日
時　
７
月
３
日
（
日
）

　
　
　

14
：
00
～

場
所　

J:CO
M

　
　
　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

　
〒
８
７
０

－

０
８
３
９

　

�

大
分
県
大
分
市
金
池
南�

一
丁
目
５
番
１
号

　

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
７

－

５
７

６

－

７
５
５
５

　

�

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
７

－

５
７

３

－

６
２
１
０

　

�https://goo.gl/m
aps/

PT7uQF2rjUnfD5W
3A

ス
ル
ピ
ス�

森
山�

信
三
被
選

司
教
の
略
歴

１
９
５
９
年
１
月
17
日
福
岡

市
生
ま
れ
、

88
年
３
月
司
祭
叙
階
（
福
岡

教
区
）、

福
岡
教
区
内
の
小
教
区
主
任

司
祭
、幼
稚
園
園
長
を
歴
任
。

２
０
２
０
年
４
月
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
出
向
、

21
年
４
月
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
事
務
局
長

22
年
４
月
５
日
大
分
教
区
司

教
に
任
命
さ
れ
る
。

明
治
初
年
、
長
崎
か
ら
金

沢
に
流
さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ

タ
ン
約
500
人
を
偲
ぶ
ミ
サ
が

４
月
29
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
金

沢
教
会
で
行
わ
れ
た
。
雨
が

降
っ
た
た
め
、
予
定
し
て
い

た
卯
辰
山
で
の
野
外
ミ
サ
は

教
会
聖
堂
の
ミ
サ
に
変
更
さ

れ
た
。

ミ
サ
は
名
古
屋
教
区
の
松

浦
司
教
と
石
川
地
区
の
チ
ー

ム
司
祭
、
協
力
司
祭
、
計
６

人
の
共
同
司
式
で
進
め
ら
れ

た
。金
沢
教
会
信
徒
の
ほ
か
、

名
古
屋
教
区
信
徒
使
徒
職
評

議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
列

し
、共
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

長
崎
四
番
崩
れ
と
呼
ば
れ

〈
趣
旨
〉

「
や
ら
れ
た
方
か
ら
歴
史
を

見
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
エ

ス
に
従
う
私
た
ち
の
現
実
に

対
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
り
ま

す
。
社
会
も
、
組
織
も
、
誰

一
人
残
さ
な
い
こ
と
を
軸
と

す
る
包
摂
的
な
い
の
ち
の
つ

多
治
見
教
会
の
広
報
委
員

を
担
当
し
て
い
る
加
藤
孝
子

さ
ん
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

の
イ
ゴ
ー
ル
・
ダ
ッ
ツ
ェ
ン

コ
さ
ん
に
つ
い
て
メ
ー
ル
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

「
イ
ゴ
ー
ル
さ

ん
は
２
０
１
９

年
12
月
に
正
教

会
か
ら
改
宗
し
、
守
山
教
会

へ
移
る
ま
で
の
２
年
間
を
多

治
見
教
会
信
徒
と
し
て
と
も

に
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
し

た
。
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
月

教
皇
は
毎
年
、
世
界
各
地

を
訪
問
し
、
人
々
の
苦
し
み

や
悩
み
を
聞
き
、
優
し
い
笑

顔
で
力
づ
け
、
数
々
の
援
助

を
与
え
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の

代
理
者
、
教
会
の
最
高
牧
者

で
あ
る
教
皇
は
、
祈
り
と
具

体
的
な
援
助
を
通
し
て
全
世

界
の
人
々
に
い
つ
も
寄
り

添
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

教
皇
に
心
を
合
わ
せ
て
、
わ

た
し
た
ち
も
世
界
中
の
苦
し

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
を
偲
ぶ
ミ
サ

２
０
２
２
年
度
正
平
委
学
習
会
の
年
間
テ
ー
マ

「
や
ら
れ
た
方
か
ら
歴
史
を
見
る
」

�

―�

誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い�

―

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
支
援
し
よ
う
と
、

支
援
の
輪
が
広
が
る

た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
町

中
心
部
に
近
い
卯
辰
山
で
４

年
間
収
容
生
活
を
送
っ
た
。

松
浦
司
教
は
説
教
で
、
雪
国

に
流
さ
れ
過
酷
な
日
々
を

送
っ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
の
金

沢
の
地
で
、
あ
る
い
は
富
山

の
地
で
、
多
く
の
キ
リ
シ
タ

ン
が
苦
し
み
の
う
ち
に
信
仰

に
生
き
て
き
た
。
そ
の
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、
彼
等
の
信

仰
か
ら
力
を
い
た
だ
き
、
小

さ
な
行
動
、
パ
ン
を
さ
さ
げ

て
い
こ
う
と
説
い
た
。

こ
の
日
の
ミ
サ
に
先
駆

け
、
４
月
16
日
、
浦
上
キ
リ

シ
タ
ン
の
記
念
碑
が
建
つ
卯

な
が
り
と
な
る
営
み
が
、
現

代
の
福
音
の
生
き
方
で
あ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。」
―
弘
田

し
ず
え
『
福
音
宣
教
』
22
，

１
月
号�

―

〈
今
年
度
の
日
程
〉

① 

５
月
13
日
（
金
）
10
：

30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
基
本
的
人
権
」

講
師　

浅
野
幸
治
さ
ん
（
正

平
委
々
員
、
豊
田
工
業
大
学

教
員
）　

終
了
し
ま
し
た
。

② 

７
月
８
日
（
金
）
10
：

30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人

た
ち
と
連
帯
し
て
」

講
師　

馬
島
浄
圭
さ
ん
（
妙

本
寺
住
職
）

③ 

８
月
12
日
（
金
）（
平
和

旬
間
）
10
：
30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
不
戦
の
誓
い　

平

和
憲
法
破
壊
に
抗
し
て
―
新

Дуже  дякую デュージィエ・ジャクジュー

� イゴール・ダッツェンコ（守山教会）
多治見教会の皆様、復活祭おめでとうござ
います！

2月24日ロシア軍隊はウクライナに侵攻して、ウクライナで
激しい戦争が始まりました。私の両親は私が生まれた町にロ
シアの戦車が近づいたと聞いてすぐ避難するために、父と母と
姉は朝早く家を出ました。ウクライナの西部まで1000キロ以上
超えて、三日間のあとたどりつきました。避難したい人が多かっ
たので、ウクライナの国境を渡るため、手続きに17時間もかか
りました。父は70歳で、母は67歳なので、大変な道でしたが、
やっと3人で無事にスロバキアという安全な国につきました。
国連によると、もう400万人以上ウクライナを脱出しまし
た。それは子供たち、女性、60歳以上の男性です。ほとんど
の場合はポーランド、ドイツ、スロバキア、アメリカ合衆国、
カナダなどへ避難します。
嬉しいことで、ウクライナ人は日本へも避難できます。現
在までに、30人ぐらいのウクライナ人は愛知県と岐阜県に避
難しました。自治体はウクライナ人が日本で安全だと心理的
に快適に感じられるように可能な限りのことをしています。
私が多治見教会のミサに行くときに、信者さんから「ウク
ライナの家族が大丈夫かどうか」よく聞かれます。教会の中
でウクライナの避難者のために募金箱もあります。それは、
涙がでるほど感動いたしました。多治見教会の皆さんに心か
ら感謝いたします。
復活祭は新しい生活が始まるという希望を与える祭です。
これからも、日本人とウクライナ人の心を合わせて、ウクラ
イナでも、世界中でも戦争がない新しい生活ができるように
神様にお祈りを続けましょう。

テ
ー
マ

　
『
兄
弟
姉
妹
に
寄
り
添
う
』

　

�

～
イ
エ
ス
の
ま
な
ざ
し
の�

�

こ
こ
ろ
で
ケ
ア
す
る
～

医
療
、
看
護
、
介
護
に
お

け
る
体
験
や
悩
み
を
松
浦
司

教
様
と
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ

う
。

日
時　

7
月
2
日
（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
15
：
30

参
加
方
法　

リ
モ
ー
ト

�

（ZO
O
M

で
の
開
催
）

参
加
費　

無
料

対
象　

�

カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
従

事
者
、
カ
ト
リ
ッ
ク

の
精
神
を
重
ん
じ
た

医
療
・
看
護
・
介
護

に
関
心
の
あ
る
方

申
込
み
・
問
合
せ

　
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
名
古
屋
支
部　

�

鈴
木
光
恵

　

E-m
ail　

jcna.nagoya�
�

@
gm
ail.com

�

　

�

ま
た
は
、
社
会
福
祉
法
人

聖
霊
会　

カ
ト
リ
ッ
ク
社

会
事
業
室　

村
木

　

電
話
：�

０
５
２

－

８
３
２

－

１
１
８
１
（
内

線　
７
３
５
４
）

締
切
り　

6
月
29
日
（
水
）

主
催　

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
看

護
協
会
名
古
屋
支
部

申
し
込
み
さ
れ
た
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
、ZO

O
M

の

招
待
状
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。

浦上キリシタンを偲ぶミサで祈りを捧げる司教と	
石川地区の司祭団

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会（
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）主
催

松
浦
司
教
様
と
の
集
い

新刊書紹介  

「社会の中で虐げられている人たち
から学んだ ― タグレ枢機卿の人生、
そして希望」

　教皇フランシスコが選
出された2013年のコンク
ラーベ（教皇選挙）によっ
て、世界中にその名が知
られるようになったタグレ
枢機卿。彼の話は、なぜ
人の心を打つのか。彼は、
車も持たず、人に会うため
にバスで外出し、華美な
服装を求めず、ごく普通の

平服を好む。本書は、教皇フランシスコのスタ
イルに最も近い枢機卿と言われ、現ローマ教皇
庁福音宣教省長官を務めるルイス・アントニオ・
ゴキム・タグレ枢機卿になされたインタビュー
記事である。
サンパウロ　1,980円（税込）

ん
で
い
る
人
々
の
た
め
に
祈

り
と
献
金
を
さ
さ
げ
ま
す
。

教
皇
の
こ
う
し
た
活
動
の

た
め
に
充
て
ら
れ
る
聖
ペ
ト

ロ
使
徒
座
へ
の
献
金
は
、
８

世
紀
ご
ろ
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま

り
、
大
人
も
子
ど
も
も
い
ち

ば
ん
小
さ
な
お
金
で
あ
る
１

ペ
ニ
ー
を
毎
年
教
皇
に
献
金

す
る
運
動
が
も
と
に
な
っ
て

世
界
中
に
広
ま
っ
た
も
の
で

す
。

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金　
（
6
月
26
日
）

辰
山
の
広
場
と
周
辺
の
遊
歩

道
で
、
金
沢
教
会
の
信
徒
有

志
が
清
掃
活
動
を
行
い
、
冬

の
間
に
溜
ま
っ
た
枯
れ
葉
や

枯
れ
枝
な
ど
取
り
除
い
た
。

記
念
碑
広
場
は
１
９
６
８

年
、
金
沢
教
会
の
創
立
80
周

年
を
記
念
し
て
整
備
さ
れ

た
。
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
収

容
さ
れ
た
湯
座
屋
と
呼
ば
れ

る
旧
共
同
浴
場
の
跡
地
か
ら

近
い
山
腹
に
あ
る
。
整
備
当

時
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
は
50

年
を
経
て
大
き
く
生
長
し
、

ミ
サ
が
行
わ
れ
る
４
月
下
旬

に
は
、
毎
年
、
広
場
全
体

を
覆
う
新
緑
の
ド
ー
ム
を
形

作
っ
て
い
る
。

安
保
法
制
、
敵
基
地
先
制
攻

撃
の
違
憲
―
」

講
師　

猪
瀬
俊
雄
さ
ん
（
正

平
委
々
員
、
元
裁
判
官
）

④ 

10
月
14
日
（
金
）
10
：

30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
誰
も
置
き
去
り
に

し
な
いSD
Gs

」

講
師　

古
澤
礼
太
さ
ん
（
中

部
大
学
教
員
）

⑤ 

11
月
11
日
（
金
）
10
：

30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
見
捨
て
ら
れ
る
福

島
原
発
事
故
」

講
師　

大
沼
淳
一
さ
ん
（
原

子
力
市
民
委
員
会
）

⑥ 

２
０
２
３
年
１
月
21
日

（
土
）
10
：
30
～　

福
信
館

テ
ー
マ
「
基
地
沖
縄
の
人
々
」

講
師　

小
林
武
さ
ん
（
沖
縄

大
学
教
員
）

問
合
せ　

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古

屋
教
区
正
義
と
平
和
委
員
会

〒
４
６
１

－

０
０
０
４

名
古
屋
市
東
区
葵
２

－

６

－

２
９　

福
信
館
気
付

Ｆａ
ｘ 

０
５
２

－

９
３
５

－

７
１
９
５

大
分
教
区 

新
司
教

森
山
信
三
師
の
叙
階
式

日
程

金
沢
教
会

二
回
の
堅
信
講
座
に
参
加
す

る
た
め
に
再
び
多
治
見
教
会

に
通
っ
て
い
ま
す
。
細
く
小

さ
な
縁
の
よ
う
で
す
が
、
守

山
教
会
へ
移
っ
た
イ
ゴ
ー
ル

さ
ん
に
は
、
ア

ル
デ
ィ
神
父
と

多
治
見
教
会
の

皆
さ
ん
の
祈
り

が
力
強
い
支
え

に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

遠
い
国
で
起

こ
っ
た
こ
の
戦

争
に
関
心
を
持
っ
て
、
私
た

ち
が
復
活
し
た
イ
エ
ス
と
と

も
に
平
和
の
た
め
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
祈
り
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

〈ウクライナ危機人道支援〉 
緊急募金受付継続中

　カリタスジャパンの担当である成井大介司教様よ
り、今回のロシアによるウクライナへの大規模軍事
侵攻による、緊急募金の呼びかけがありました。
　ウクライナにおいてカリタスは2014年のロシアの
ウクライナへの攻撃以降、緩衝地帯に暮らす人々へ
の緊急支援を続けていましたが、今回もいち早くウ
クライナ全土で長期・短期避難所の提供や、移動希
望者の送迎、精神的ケア、離れ離れになってしまっ
た家族の再統合、国境付近で待機する難民への食糧
支援などを行っています。また、周辺国のカリタス
と協働し、ヨーロッパからの食糧や衣料品の調達を
開始しています。
　カリタスジャパンは、ウクライナの状況と、ウク
ライナにおけるカリタスの活動を考慮し、〈ウクライ
ナ危機人道支援〉緊急募金の受付を決定しました。
お寄せいただいた募金は、ウクライナとその周辺国
で行われる人道支援活動のために活用させていただ
きます。
　名古屋教区内の各小教区におかれましても、ぜひ
皆さまに呼びかけをよろしくお願いいたします。

郵便振替番号：00170-5-95979
加 入 者 名：�宗教法人カトリック中央協議会�

カリタスジャパン
通信欄に「ウクライナ危機人道支援」と明記

名古屋教区カリタス福祉委員会
担当司祭　山野聖嗣

復活祭の日にウクライナ避難民とミサに参加	
したイゴールさん（左）とボクダン神父（中央）



	 ２ ０ ２ ２ 年 ６ 月 ５ 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 ２ 4 号）	 （ 4 ）

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

6
月
の
教
会
暦

１
日
㈬�
聖
ユ
ス
チ
ノ
殉
教
者
（
記
）

３
日
㈮�

聖
カ
ロ
ロ
・
ル
ワ
ン
ガ
と
同
志

殉
教
者
（
記
）

５
日
㈰�

聖
霊
降
臨
の
主
日
（
祭
）

６
日
㈪�

教
会
の
母
聖
マ
リ
ア
（
記
）

11
日
㈯�

聖
バ
ル
ナ
バ
使
徒
（
記
）

12
日
㈰�

三
位
一
体
の
主
日
（
祭
）

13
日
㈪�

聖
ア
ン
ト
ニ
オ
（
パ
ド
バ
）
司

祭
教
会
博
士
（
記
）

19
日
㈰�

キ
リ
ス
ト
の
聖
体
（
祭
）

21
日
㈫�

聖
ア
ロ
イ
ジ
オ
・
ゴ
ン
ザ
ガ
修

道
者
（
記
）

23
日
㈭�

洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生（
祭
）

24
日
㈮�

イ
エ
ス
の
み
心
（
祭
）

25
日
㈯�

聖
母
の
み
心
（
記
）

26
日
㈰�

年
間
第
13
主
日

�

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

28
日
㈫�

聖
イ
レ
ネ
オ
司
教
殉
教
者（
記
）

29
日
㈬�

聖
ペ
ト
ロ　

聖
パ
ウ
ロ
使
徒

（
祭
）

7
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

３
日
㈰�

年
間
第
14
主
日

10
日
㈰�

年
間
第
15
主
日

17
日
㈰�

年
間
第
16
主
日

24
日
㈰�

年
間
第
17
主
日

�

祖
父
母
と
高
齢
者
の
た
め
の
世

界
祈
願
日

31
日
㈰�

年
間
第
18
主
日

教
区
行
事
予
定

6
月

５
日
㈰�

布
池
教
会
堅
信
式
＊
／
宣
教
司

牧
評
議
会
＊

10
日
㈮�

正
義
と
平
和
委
定
例
会
「
学
習

会
」

11
日
㈯�

殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
使
徒

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

職
大
会

12
日
㈰�

多
治
見
教
会
堅
信
式
＊

13
日
㈪�

松
浦
司
教
着
座
記
念
日

14
日
㈫�

樹
の
会

16
日
㈭�

顧
問
会
＊
／
月
集

18
日
㈯�

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
黙
想
会
」

19
日
㈰�

愛
岐
Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会

21
日
㈫�

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

23
日
㈭�

司
祭
評
議
会
＊

25
日
㈯�

濃
尾
Ｂ
会
議

26
日
㈰�

一
粒
会
の
集
い（
東
海
地
区
）＊

7
月

８
日
㈮�
正
義
と
平
和
委
定
例
会

９
日
㈯�
殉
教
者
委
定
例
会

10
日
㈰�

城
東
Ｂ
会
議
／
三
河
Ｂ
会
議

12
日
㈫�

樹
の
会
／
難
民
移
住
移
動
者
委

員
会

14
日
㈭�

顧
問
会
＊
／
月
集
＊

16
日
㈯�

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

17
日
㈰�

城
北
Ｂ
会
議
／
城
南
Ｂ
会
議
／

青
年
委
員
会

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

6
月

２
日
㈭�

常
任
司
教
委
員
会

14
日
㈫
～
15
日
㈬　

管
区
司
教
会
議

7
月

３
日
㈰�

大
分
教
区
司
教
叙
階
式

７
日
㈭�

常
任
司
教
委
員
会

19
日
㈫
～
22
日
㈮　

司
教
総
会

◇
6
月
の
炊
き
出
し　

木
２
日
東
山
、
９
日
布
池
、
16
日
聖
霊・

南
山
・
樹
の
会
、
23
日
城
北
橋
、
30
日

一
宮　

金
３
日
喜
望
の
会
、
10
日
南
山
、

17
日
布
池
、
24
日
Ａ
Ｊ
Ｕ
・
恵
方
町

正
義
と
平
和
委
員
会
で
は
、
今
年
初
め

て
の
学
習
会
を
１
月
14
日
に
福
信
館
で
開�

催
し
十
数
名
が
参
加
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
生
活
は
、誰
に
と
っ
て
も
様
々
な
困
難�

さ
を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
養
護
施
設
で

暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
は
一
層
大
変
な
思
い

を
し
て
い
る
こ
と
は
、想
像
に
難
く
な
い
。

そ
こ
で
今
回
は
ク
ロ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
施

設
長
の
佐
藤
邦
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

世
間
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
養
護

施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
を
聞
い
た
。

佐
藤
さ
ん
は
半
田
教
会
所
属
の
信
徒

で
、
以
前
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
宣
教
者
と

し
て
東
チ
モ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
、
帰
国
後

は
ジ
ャ
イ
カ
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ　

独
立
行
政
法

人
国
際
協
力
機
構
）
で
発
展
途
上
国
の
援

助
の
た
め
に
働
い
て
き
た
。
し
か
し
長
年

海
外
で
支
援
活
動
を
す
る
一
方
で
身
近
な

と
こ
ろ
を
見
渡
し
て
、
日
本
の
特
に
子
ど

も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
勉
強
を
始
め

て
社
会
福
祉
士
の
国
家
資
格
を
取
り
、
常

滑
市
の
委
託
を
受
け
て
３
年
前
か
ら
養
護

施
設
、
知
多
学
園
の
再
建
に
関
わ
っ
て
い

る
。
当
時
の
知
多
学
園
の
子
ど
も
た
ち
の

生
活
は
か
な
り
荒
れ
て
い
て
、
ま
ず
は
環

境
を
変
え
な
け
れ
ば
と
思
い
、
廃
墟
に

な
っ
て
い
た
建
物
を
改
装
し
て
そ
こ
に
施

設
を
移
転
し
、
次
に
働
く
人
材
を
十
分
に

整
え
て
、名
称
も
「
ク
ロ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
」

と
改
め
て
再
出
発
し
た
。

従
来
の
養
護
施
設
は
大
勢
で
集
団
生
活

す
る
施
設
型
で
あ
る
が
、
ク
ロ
ー
バ
ー
ラ

イ
ト
で
は
６
人
の
子
ど
も
に
対
し
３
～
４

人
の
職
員
で
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
作
り
、

聖霊奉侍布教修道女会（聖霊会）から 
ラビリンスメディテーションへのお誘い

6月の予定　6月25日（土）�　　7月の予定　7月23日（土）
時　間　各13：30～16：30
場　所　聖霊ミッションセンター（旧八事聖霊幼稚園）
　　　　〒466-0825 名古屋市昭和区八事本町1
参加費　200円
交　通　�地下鉄名城線八事日赤病院1番出口を出て右方向へ、す

ぐの角を右折、次の角も右折。信号を左折し門へ徒歩5分。
問合せ　聖霊修道院　☎052-832-0434

カトリック一信徒の 
分かち合いチャンネル
～「御言葉の分かち合い」の 
小教区での実践をめざして～

　「今日の私」に語りかける主の御言葉を聞
きその分かち合いをすることは、信徒同士
の信仰を深め、育てあう力に
なります。その一例として、
ぜひご視聴ください！

東海地区一粒会の集いのお知らせ

「講演会と司教ミサ」
日　時　6月26日（日）　
　　　　受付13：30～終了16：30
場　所　カトリック岡崎教会
　　　　岡崎市明大寺町向山2-3
　　　　電話 0564-51-1848
講　演　窄口松雄神父
　　　　（石川地区共同司牧チーム）
主　催　名古屋教区一粒会

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 

 080-2625-4681

受付　月～金（祝日除く）　

時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00

名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター

相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

名古屋教区100周年を迎えて

信徒使徒職大会
テーマ「信仰の伝達」～私が最期に伝えたいこと～

日　時　6月18日（土）　13：00～16：00
場　所　布池教会地下ホール
内　容　松浦司教講話
　　　　分かち合い
　　　　活動・会計報告等
主　催　教区信徒使徒職協議会

聖マリアの無原罪教育宣教修道会
「青年のための聖書の学び」案内

　毎月マルコ福音書を1章ずつ読み、分かち合いをします。
日　時　6月19日（日）十字架刑（マルコ15・1～47）
　　　　7月17日（日）復活（マルコ6・1～20）
＊�諸事情により一週間ずれることがあります。参加希望者は日時
をご確認ください。

場　所　�聖マリアの無原罪教育宣教修道会岐阜修道院・聖マリア
女学院（マドンナホール）

　　　　〒501-2565 岐阜市福富201
係　り　シスター碇（いかり）
　　　　☎058-229-3985（修道院）
　　　　☎080-1560-7429（碇・携帯）
　　　　080-1560-7429@docomo.ne.jp
交　通　�JR 岐阜駅から市バス12番乗場、三田洞バス停下車（28分

乗車）。乗車時にTELを下さい。バス停で待っています。
自動車で来られる方は聖マリア女学院でナビ設定のこと。

ピースあいち企画展

沖縄戦と日本復帰50年
　2022年は沖縄県が、戦後あらためて日本国に組み入れられた
1972年5月15日から50年という節目となる年。ぜひご来館頂きご覧
ください。
期　間　5月10日（火）～7月2日（土）　　休館日　日曜日、月曜日
時　間　11：00～16：00
入館料　大人300円、小中高生100円
会　場　戦争と平和の資料館ピースあいち
　　　　名古屋市名東区よもぎ台2-820� 電話＆Fax 052-602-4222
　　　　3階展示場、2階プチギャラリー
場　所　地下鉄東山線「一社」①出口から北へ徒歩12分。
　　　　駐車場2台（有料300円）障がいしゃ用無料1台。

そ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
５
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

で
家
庭
的
養
育
が
行
え
る
環
境
に
な
っ
て

い
て
、
脱
施
設
化
を
目
指
し
て
い
る
。
基

本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
た
り
、
施

設
、
先
生
と
い
っ
た
名
称
を
使
わ
な
い
、

名
前
を
呼
ぶ
と
き
は
さ
ん
、君
付
け
で
等
、

家
庭
的
な
環
境
を
整
え
て
い
っ
た
。
又
、

地
域
の
お
祭
り
や
野
球
チ
ー
ム
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
、
施
設
と
い
う
特

殊
な
環
境
か
ら
外
に
出
て
地
域
の
人
た
ち

と
関
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

佐
藤
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
３
つ
の

こ
と
、

① 

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
る
。

② �

も
や
も
や
し
た
気
持
ち
を
は
っ
き
り

言
葉
に
し
て
伝
え
る
。

③ �「
助
け
て
ほ
し
い
！
」
を
言
え
る
よ
う

に
。

こ
の
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
で
、
自
分

の
こ
と
を
自
分
で
き
ち
ん
と
言
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
、
と
実
際
に
変
わ
っ
て
き

た
子
ど
も
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
話
し

て
く
れ
た
。

こ
の
先
の
こ
と
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
施
設
を
出
て
か
ら
も
い
つ
で
も
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
場
所
、「
お
帰
り
！
」
と
言
っ

て
あ
げ
ら
れ
る
場
所
を
作
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
職
業
訓
練
所
や
カ
フ
ェ
も
作
り

た
い
と
、
佐
藤
さ
ん
の
夢
は
広
が
る
。

養
護
施
設
に
措
置
さ
れ
る
原
因
は
圧
倒

的
に
虐
待
、
育
児
放
棄
が
多
く
、
親
の
離

婚
、
再
婚
に
よ
る
家
庭
の
複
雑
さ
が
養
育

の
問
題
を
多
く
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が

抱
え
る
家
庭
の
問
題
は
、
更
に
そ
の
よ
う

な
子
ど
も
を
増
や
し
、
施
設
は
満
杯
の
状

態
で
あ
る
。

正
義
と
平
和
委
員
会
の
学
習
会

「
コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
た
ち
」


